
学校略年表  
明治 ４年  飛梅町小学所を開く（１８７１年）                     （２２６名） 

５年 第十区区学校となる 
６年 百々女木小学校となる 

  ２５年  石引町尋常小学校となる                          （２９６名） 
  ３５年  校舎改築 
  ４１年  義務教育６年間の尋常小学校となる                     （６０１名） 
大正 ２年  校舎増築                                 （８９０名） 
  １３年  校舎増築                               （１，１５７名） 
昭和 ６年  校舎増築（講堂 体育館）                  （２４学級 １，２５５名） 
  １６年  金沢市立石引町国民学校と改称                （２４学級 １，２６６名） 
  ２２年  金沢市立石引町小学校と改称                 （２６学級 １，５１４名） 
  ２７年  旧藩主前田家より校地寄贈され、石引・崎浦新築期成会を結成 
  ３４年  金沢市立小立野小学校が創立（石引小・崎浦小合併）（１９５９年）（５１学級 ２，７０５名） 
  ３５年  校歌・校旗・校章を制定                   （４７学級 ２，４１７名） 
  ３６年  第９期工事完成 
  ３８年  第一体育館完成、新校舎完成 １１月１５日創立記念日とする  （３８学級 １，８４２名） 
  ４４年  創立１０周年記念式挙行（１９６９年）            （５２学級 ２，２１５名） 
  ４７年  金沢市立南小立野小学校分離（旧崎浦地区など５２３名）    （４４学級 １，７４８名） 
  ４８年  南部地区へき地複式教育センター併設 
  ４９年  校内テレビ放送開始、小立野共同調理場併設          （４１学級 １，７１３名） 
  ５１年  金沢市教育委員会研究校として公開研究会を開く（以後、継続的に開く） 
       通学区域一部変更（田井町、天神町１丁目は味噌蔵町小学校へ） （３９学級 １，６８０名） 
  ５２年  スポーツ開放校として第二体育館開放 

通学区域一部変更（旭町、若松町は田上小学校へ）       （４０学級 １，５８６名） 
  ５３年  第一体育館ステージ完成                   （３４学級 １，４３０名） 
  ５４年  創立２０周年記念式挙行（１９７９年）校舎窓アルミサッシ化  （３５学級 １，４６２名） 
  ５５年  プール大改修                        （３５学級 １，４３８名） 
  ５６年  学校前ブロック塀 ドウダンツツジ生垣に改修         （３６学級 １，４１９名） 
  ５７年  屋上防水工事完了 こだつの学級（情緒障害児学級）開級    （３４学級 １，３６４名） 
平成 元年  創立３０周年記念式挙行（１９８９年）第二体育館改築完成     （２７学級 ９７３名） 

２年 低学年用図書室開設                       （２７学級 ９５５名） 
３年 台風１９号により倒木多数                    （２８学級 ９３１名） 
４年 のびのび広場完成                        （２６学級 ９０６名） 
５年 加賀藩大名行列図設置                      （２６学級 ９１５名） 
６年 図書室 第二音楽室に空調設備設置                （２６学級 ９３４名） 
７年 教室ランドセル棚固定工事                    （２５学級 ８６５名） 
８年 外壁 屋上防水工事                       （２４学級 ８１２名） 
９年 金沢大学附属病院内に病院内学級を設置              （２３学級 ７６２名） 

１０年  市教委研究助成校として成果発表                 （２２学級 ７４８名） 
  １１年  創立４０周年集会 ミニ演奏会を開く               （２２学級 ６８９名） 

１２年  肢体不自由学級を設置                      （２２学級 ６５２名） 
  １３年  知的障害学級を設置                       （２２学級 ６１１名） 
  １４年  学習評価モデル校として研究実践                 （２２学級 ６０６名） 
  １５年  学校提案型実践推進校指定を受ける                （２３学級 ５９８名） 
  １６年  金沢市21世紀型新しい学校づくり推進校指定を受ける        （２１学級 ５５４名） 
  １７年  金沢市21世紀型新しい学校づくり推進校指定を受ける        （２１学級 ５１９名） 
  １８年  こだつのっ子安全サポート隊結成・登下校の安全サポート活動開始  （１９学級 ５０８名） 
  １９年  ＪＩＣＡ研修員・「東南アジア青年の船」来校 児童と交流      （１８学級 ４９３名） 
    ２０年    学校教育金沢モデル実践研修拠点校として、第16回公開研究会を開く （１７学級 ４８８名） 
  ２１年  学校教育金沢モデル実践研修拠点校として、第1７回公開研究会を開く （２０学級 ５１１名） 
       創立５０周年記念集会を開く 



  ２２年  学校教育金沢モデル実践研修拠点校として、第1８回公開研究会を開く （２１学級 ５３１名） 
 ２３年  校舎改築第１期工事部分（中高学年棟・交流棟・体育館）竣工（６月） 

新校舎中高学年棟・交流棟・体育館で授業開始する（９月） 
第４９回全国小学校社会科研究協議会研究大会石川大会第２分科会会場校として、生活科・社会

科の公開授業等を行う                       （２１学級５２３名） 
２４年  校舎改築第２期工事部分（低学年棟）竣工（３月） 
     新校舎低学年棟で授業を開始する（４月）              （２１学級５００名） 
２５年  校舎改築第３期工事部分（運動場等外構）竣工（３月） 

運動場での授業を開始する（４月） 
第２０回全市一斉公開研究会を開く（６月）             （２１学級５０３名） 

２６年  学力向上研究支援事業 学力向上・指導力向上授業改善１０のポイント一般指定校として 
     第２１回全市一斉公開研究会を開く（６月）             （２２学級４９７名） 
２７年  学力向上研究支援事業 学力向上・指導力向上授業改善１０のポイント一般指定校として 

第２２回全市一斉公開研究会を開く（１１月）             （２０学級５０８名） 
２８年  金沢型学校教育モデル実践事業 金沢型学習スタイルに基づく学習 国語科重点校として 
     第２３回全市一斉公開研究会を開く（１１月）             （２０学級４９４名） 
２９年  金沢型学校教育モデル実践事業 金沢型学習スタイルに基づく学習 国語科重点校として 
     第２４回全市一斉公開研究会を開く（１１月）             （２１学級５１３名） 
３０年  金沢ベーシックカリキュラム実践推進事業 金沢型学習スタイルに基づく学習 国語科重点校

として 第２５回全市一斉公開研究会を開く（１１月）         （２２学級５３０名） 
創立６０周年 航空写真で撮影をする 

３１年  金沢ベーシックカリキュラム実践推進事業 金沢型学習スタイルに基づく学習 国語科重点校 
（令和元年） として 第２６回全市一斉公開研究会を開く（１１月）         （２１学級５３０名） 
令和 ２年  金沢型学習スタイル実践推進事業教科推進校（国語）（～Ｒ３）      （２０学級５４０名） 

 ３年  第２７回全市一斉公開研究会を開く（１１月）             （２０学級５４７名） 
   ４年  金沢型学習スタイル実践推進事業 小学校教科推進校（国語）（～Ｒ５）  （２１学級５５６名） 
       第２８回全市一斉公開研究会を開く（１０月）              

５年  第２９回全市一斉公開研究会を開く（１０月）             （２１学級５５９名） 


